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良いお年を 
お迎えください 

金木町 



金
木
町
の

死
亡

率
の

高
さ
 

＼
 
平
成
元
年
か
ら
平
成
五
年
ま
で
の
五
所
川
原
保
健
所
管
内

（
五
所川
原
市
、
板
柳
町
、
鶴
 
ノ
 

田
町
、
金
木
町
、
中
里
町
、
市
浦
村
、
小
泊
村
）
の
三
大
成
人
病

（
がん

・
心
臓
疾
患
・
脳
 

血
管
疾
患
）
に
よ
る
死
亡
率
が
全
国
平
均
ょ
り
高
く
、
特
に
脳
血
管
疾
患
は
、
全
国
に
比
べ
 

て
一
・
六
倍
、
中
で
も
金
木
町
は
二
・

一
倍
と
保
健
所
管
内
の
中
で
も
ワ
ー
ス
ト

ー
位
で
あ
 

／

る
こ
と
が
五
所
川
原
保
健
所
の
調
べ
で
わ
か
り
ま
し
た
。
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\
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※全国平均に対し五所川原管内（ 7市町村）が約1.6倍。 
全国に対し金木町だと約2.1倍と非常に高い。 

図2 死因別死亡数 

図 1 五所川原保健所管内に
おける脳血管疾患死亡率 
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三
大
成
人
病
「
が
ん
、
脳
血
管

m
 

疾
患
、
心
臓
疾
患
」
 
の
中の
脳
血

m
 

管
疾
患
（
脳
卒
中
）
は
、
昭
和
二

）
 

十
六
年
か
ら
昭
和
五
十
五
年
ま
で

（
 

の
三
十
年
間
、
我
が
国
の
死
亡
原
〉
 

因
の
第
一
位
を
占

め
て
い
ま
し

勿

た
。
金
木
町
で
も
脳
血
管
疾
患
の

m
 

死
因
別
死
亡
数
が

昭
和
四
十

五

w
 

年
、
五
十
年
で
は
、
二
位
を
大
き

m
 

く
離
し
て
第

一
位
の
死
亡
数

（
図
m
 

2
）
で
し
た
。
最
近
死
亡
率
は
減

w
 

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
患
者
数

《
 

は
む
し
ろ
増
加
し
、
寝
た
き
り
の

w
 

第

一
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 （
 

脳
卒
中
を
日
常
 

生
活
で
予
防
す
る
 

①
血
圧
の
定
期
的
な
測
定
 

Q
局
血
圧
予
防
又
は
生
活
の
改
善
 

m
減
塩
に
効
果
あ
り
 

普
通
の
人
で
一
日
8
1
1
0g
以

下
、
高
血
圧
者
で
は
5
5
7
g
が

良
い
。
急
に
下
げ
る
の
が
難
し
い

人
は
、
徐
々
に
塩
分
の
摂
取
量
を

減
ら
し
て
い
く
。
 

②
力
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂

取
 

I11111111 広報かなぎ ② 

主
に
止
困
ゴE
O
略
作
左
ソr
'.
 
(
 

脳
血
管
疾
患
は
 

一II
齢
者
の
病
気
？
 

m

『
 

う

W
嫉
（
 

島
獅
「
一
 

畢
「
一
 

疑
？
 

り
t
ホ
 
力
 

硬う盛 
脳」lit管悪 性
疾 患 新生物 

カ
リ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
て
い

る
乳
製
品
、
小
魚
類
、
野
菜
、
豆

類
や
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
小
魚
、
大
豆
、
藻
類
を
増

や
す
。
 

⑧
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
に
注
意
 

日
本
酒
の
飲
酒
は
、
健
康
な
人

一
 

で

一
日
二
合
ま
で
高
血
圧
の
人
は

一
合
。
週
に
1
1
2
日
は
「
休
肝

日
」
を
設
け
て
多
量
の
飲
酒
は
避
 

(
 

(
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図3 脳血管疾患による死因の年齢構成推移 
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※平成五年には、90代の死亡者が減、ゼロになった
ものの30代が9％と急上昇。 

（胃〕 	20% 	40% 	60% 	80% 

嚢
一
 

 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
欄
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 

 
H 	弱~ 

平成三年 

平成ニ年 

Lくも膜下出血 
平成元年 

「脳血栓 

L脳塞栓 

」
→
 五

 
成
 

平
 

平成四年 

頭蓋内出血 

脳梗塞 

過性脳虚血 

高血圧性脳症 

こ
の
病
気
に
よ
る
死
亡
率
は
高

齢
者
が
多
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
図
3
の
平
成
五

年
度
の
死
因
の
年
齢
構
成
推
移
で

は
、
相
変
わ
ら
ず
七
十
歳
以
上
の

死
亡
が
圧
倒
的
に
多
い
も
の
の
四

十
代
か
ら
六
十
代
を
お
さ
え
、
若

い
三
十
代
が
九
％
を
占

め
て
お

り
、
今
、
正
に
高
齢
者
だ
け
の
病

気
で
も
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

◆脳卒中の種類 

早
期
発
見
・

治
療

で
健
康
管
理
 

脳血管障害 

(
 

人
は
自
分
の
病
気
に
対
し
て
鈍

感
で
、
病
気
に
か
か
っ
た
原
因
を
 

「
あ
る
と
き
急
に

…
」
だ
と
か
 

「年
だ
か
ら

…
」
と
よ
く
耳
に
し

ま
す
が
、

日
常
の
生
活
の
中
で
 

「
体
調
が
悪
い
な
あ

」
 
「だ
る

い
」
と
敏
感
に
感
じ
と
つ
て
い
な

が
ら
「
ま
さ
か
自
分
が
…
で
も
、
 

も
し
病
気
だ

と
い
わ
れ
た
ら

恐

い
、
ど
う
し
よ
う
」
と
、
検
診
や

治
療
は
遅
ら
せ
て
も
そ
の
間
、
病

気
は
進
行
し
て
い
る
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
す
。
 

金
木
町
の
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡

率
が
高
い
原
因
を
金
木
病
院
の
内

科
医
員
の
西
村
先
生
は
、
 
「
『検

診
や
治
療
を
受
け
な
い
』
こ
と
も

多
分
あ
る
。
金
木
町
は
出
稼
ぎ
者

の
人
口
が
多
く
職
業
的
社
会
背
景

か
ら
見
る
と
農
業
の
方
は
、
塩
分

の
多
い
食
生
活
、
肉
体
労
働
に
も

か
か
わ
ら
ず
休
暇
を
充
分
に
と
っ

て
い
な
い
。
休
暇
を
と
っ
て
い
な

い
か
ら
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
。
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
ら
ス
ポ
ー
ツ
 
 な

ど
で
解
消
す
る
の
が
良
い
が
普

段
か
ら
重
労
働
の
た
め
ス
ポ
ー
ツ

を
あ
え
て
す
る
人
は
少
な
い
。
こ

れ
で
血
圧
が
高
く
な
っ
た
り
し
て

も
①
冬
は
出
稼
ぎ
に
行
く
た
め
に

血
圧
が
高
く
て
も
治
療
も
検
診
も

し
な
い
、
②
検
診
で
異
常
が
あ
っ

て
も
放
置
し
て
お
く
、
③
地
元
で

は
治
療
を
し
て
い
て
も
出
稼
ぎ
先

で
の
通
院
は
面
倒
で
し
な
い
、
家

族
に
掛
か
り
付
け
の
病
院
の
ク
ス

リ
を
送
っ
て
も
ら
う
の
も
お
つ
く

う
で
や
め
て
し
ま
う
。
こ
の
冬
の

期
間
中
に
病
気
の
進
行
が
ど
ん
ど

ん
進
む
結
果
と
な
る
。
そ
し
て
出

稼
ぎ
か
ら
帰
省
し
た
と
た
ん
に
倒

れ
る
壮
年
期
に
お
け
る
急
な
病
死

が
目
立
ち
ま
す
。
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
 

誰
で
も
か
か
り
う
る
病
気
で
も

あ
り
、
き
ち
ん
と
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
す
れ
ば
治
る
病
気
で
も

あ
る
脳
血
管

疾
患
を

西
村
先
生

は
、
 
「正
し
い
食
生
活
と
適
度
な

運
動
と
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
に
定

期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
」
と
話
し

て
い
る
よ
う
に
年
に

一
度
、
家
族

の
た
め
に
も
健
康
を

チ
ェ
ッ

ク

し
、
死
亡
率
で
な
く
受
診
率
の
向

上
を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。
 
 m

け
た
い
も
の
。
 

W
 
又
、
コ
ー
ヒ
ー
の
飲
み
過
ぎ
や

勿
砂
糖
の
摂
り
過
ぎ
も
注
意
。
 

W
④
体
重
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
 

m
 
間
食
を
な
る
べ
く
や
め
て
、
ス
 

m
ト
レ
ス
発
散
の
意
味
も
込
め
て
ス

ク
ポ
ー
ツ
を
す
る
。
た
だ
し
、
長
期
 

m
的
に
続
け
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
。
 

W
同
休
息
を
き
ち
ん
と
と
る

ク
 
農
家
の
よ
う
な
重
労
働
は
特
に
 

”
き
ち
ん
と
休
息
を
と
る
。
 

〉
⑥
部
屋
全
体
を
暖
か

く
 

ル
 
冬
季
の
ト
イ
レ
、
脱
衣
所
な
ど
 

〈
は
冷
え
込
み
、
高
血
圧
の
高
齢
者
 

m
は
更
に
血
圧
が
上
が

る
の
で
、
 

r
ヒ
ー
タ
ー
を
つ
け
る
な
ど
の
必
要

切
か
あ
る
く
 

器
精神
的
な
ス
トAK
を
た
め
な
 

し
 ス

ト
レ
ス
で
高
血
圧
の
人
の
血

圧
が
更
に
上
が
る
た
め
運
動
や
休

養
で
解
消
す
る
。
 

③
血
圧
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を

適
切
に
す
る
た
め
の
食
生
活
 

肉
と
魚
1
対
1
か
、
魚
を
多
く

し
ま
し
ょ
う
。
鶏
卵
は
1
日
1
個

か
、
そ
れ
以
下
。
魚
の
卵
も
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
く
含
ま
れ
て
い

る
の
で
控
え
め
に
。
大
豆
製
品
、
 

野
菜
は
毎
日
摂
り
ま
し
ょ
う
。
腹

八
分
目
で
や
め
て
お
く
。
 

公立金木病院 
内科医員 西村先生 



一
秋
の
叙
勲
ぐ

宮
 
田
中
両
氏
が
受
〈
 

葡
票
難

z

多影
記
影
彩
影
応
 

治
功
労
）
 

ん

（
7
1
歳
）
金
木
米

町
 

野
宮
雄
造
氏
は
昭
和
三
十
一
年
三
月
金
木
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
九
期
一一
干
六
年

間
の
長
き
に
わ
た
り
金
木
町
議
会
議
員
と
し
て
、
昭
和
五
十
一
年
に
は
、
長
年
の
功
績
と
実

行
力
を
か
わ
れ
金
木
町
議
会
議
長
に
就
任
し
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
す
る
等
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
こ
の
度
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
 

野
宮
氏
は
、
 
「
皆
さ
んの
御
心
頭
、
ご
協
力
の
お
陰
と
感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。
」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
他
に
も
平
成
三
年
自
治
大
臣
よ
り
感
謝
状
等
、
数
多
く
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

功
蒐
議
 

覇
競
響
難
熱
難
羅
難
難
 
舞
難
」
三
 

舞
奮麟
曽
熱
一
田
由麟
長
三
郎
さ
ん

（6
7歳
）
金
木
北
新
町
一
 

《
 

田
中
長
三
郎
氏
は
、
昭
和
二
十
一
年
七
月
警
防
団
員
拝
命
以
来
、
昭
和
五
十
年
一
月
か

ら
消
防
団
副
分
団
長
と
し
て
、
昭
和
六
十
二
年
一
月
に
は
消
防
団
分
団
長
と
し
て
退
職
ま

で
の
四
十
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
消
防
力
の
強
化
実
現
に
遭
進
し
、
消
防
団
員
と
し
て
の

活
躍
が
認
め
ら
れ
こ
の
度
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
 

田
中
氏
は
、
 
「退
職
し
て
二
十
八
年
、
署
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
受
章
す

る
こ
と
が
で
き
、
身
に
あ
ま
る
光
栄
で
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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一
 

平
成
三
年
度
か
ら
継
続
し
て
行

w
 

わ
れ
て
い
る
金
木
町
運
動
公
園
整
勿

備
事
業
は
、
 
「う
る
お
い
と
や
す

w
 

ら
ぎ
の
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
 m
 

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
県
立
《P
野
公

m
 

園
と

一
体
的
な
地
域
住
民
の
憩
い

w
 

の
場
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ッ
活
動
の

m
 

場
所
と
し
て
自
扶
「
と
親
しむ
豊
か

w
 

な
心
や
健
康
教
育
と
ス
ポ
ー
ッ
振

m
 

興
を
図
る
為
に

一
町づ
く
り
特
別

m
 

対
吐
宋
由
手
業
一
に
よ
り
約
五
億
円
を

w
 

投
じ
て
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。m
 

整
備
さ

れ
る
の
は
、

野
球
場

w
 

（
セ
ンタ
ー
百
二
十

m
、
両
翼
九

m
 

十
五

m
、
電
光

ス
コ
ア
ボ

ー

m
 

ド
）
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
全
天
候
w
 

m

一編
誘
建
い
猪m
一
 

裟
舞
灘
」
 

し
麟
協器
嬰
籍
鶏
一
 

に
な
り
ま
す
の
で
ご
家
族
、
お
友

m
 

達
を
誘
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 m
 年

末
年
始
の
役
場
業
務
 

1
2月
2
9日
か
ら
翌
年
1
月
3
日

ま
で
、
役
場
業
務
は

（
温泉
業
務

中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
含
）
年

末
年
始
の
休
み
と
な
り
ま
す
。
 

尚
、
税
務
業
務
・
ゴ
ミ
の
収
集

は
次
の
と
お
り
業
務
を

行
い
ま

す
。
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

●

税
務
業
務
（
税
務
課
）
 

●

ゴ
ミ
の
収
集
 

1
2月
2
9日
（
木
）
平
常
勤
務
 

1
2月
3
0日

（
金）
平
常
勤
務
 

第
一
一回
グ
ラ
ン
ド
・
ゴル
フ
大
会
 

＠
優
勝
 
喜
良

市
チ
ー
ム

〇
準
優
勝
 
嘉
瀬
B
チ

ー
ム

△
第
三
位
 
蒔
田
チ
ー
ム
 

第
九
回
金
木
町
民
俳
句
大
会
 

第
一
部

（
一
般
の部
）
 

一
位
 
高
橋
け
ん

一

ク
 
坂
田
 

雑
人

三
位
 
北
川
せ
つ
女
 

第
二
部
（
学
生
の
部
）
 

一
位
 
棟
方
美
加
子

二
位
 
今
 
夢
香
利

ク
 

桜
庭
 
千
春

三
位
 
西
村
麻
衣
子

ク
 

岡
田
 
諭
知
 

野
球
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
多
目
的
グ
ラ
ン
ド

・
多
目
的
広
場
等
・
・
・
 

運
動
公
園
が
来
年
三
月
に
完
成
 



7 	 1 山り 
プレゼントを受けとり、大喜びの子供達 

十
一
月
十
七
日
、
西
北
五
地
区

電
気
工
事
業
共
同
組
合

（
青年
部

長
【
新
谷
良
昭
）
で
は
、
事
業
の

一
環
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
 

十
二
月
一
日
、
子
供
た
ち
の
夢

を
乗
せ
た
、
真
っ
赤
な
サ
ン
タ
列

車
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

サ
ン
タ
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
 

‘・ IIIII IIIl 広報かなぎ ⑥ 

ー人暮らしのお宅に改修サービス 

賞状を手に喜びのニ人 

こ
の
ほ
ど
、
金
木
農
協
ゃ
さ
い

部
会
ト
マ
ト
専
門
部
（
代
表
廿
其

田
秀
幸
）
が
、
第
七
回
青
森
県
や
 

「
花
の

2
8か
な
ぎ
応
援
団
」
 

（団
長
【
長
尾
重
孝
）
 
一行
が
、
 

十

一
月
十
四
日
金
木
町
の
観
光
誘

客
促
進
の
た
め
に
J
R
東
京
駅
八
 

二二三二二に繍影本遥舞 
零＝一ー一＝一  、「， 

一 2「 ！’ 

い山Hz 

’連止、 ’ 
、‘ 	 h 

鵬.“ 与 

金木町へおこしください。 

同
行
の
も
と
一
人
暮
ら
し
の
老
人

宅
を
訪
問
し
、
 「
電
気設
備
の
不

良
及
び
危
険
個
所
の
改
修
」
を
行

い
ま
し
た
。
 

改
修
工
事
は
、
六
社
九
人
が
金

木
、
嘉
瀬
、
喜
良
市
の
三
ケ
所
に

分
担
し
て
電
気
設
備
の
改
修
や
湿

気
の
こ
も
り
ゃ
す
い
風
呂
場
に
あ

る
は
だ
か
電
球
な
ど
は
特
に
注
意

を
払
い
点
検
。
 

喜
良
市
の
今
弥
一
さ
ん

（
八十

九
歳
）
は
、
 「専
門
の
人
に
来
て

頂
か
な
い
と
私
達
で
は
何
も
分
か

ら
な
い

の
で
大
変

あ
り
が

た

い
。
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

委
員
会

（
委員
長
廿
田
中
町
長
）
 

が
主
催
す
る
サ
ン
タ
列
車
も
今
年

で
七
年
目
。
出
発
式
で
は
角
田
助

役
、
三
和
津
軽
鉄
道
社
長
が
挨

拶
。
 

こ
の
日
参
加
し
た
、
第
三
保
育

所
と
川
倉
児
童
館
の
子
供
た
ち
六

十
人
は
、
自
分
の
願
い
事
を
書
い

た
お
願
い
カ
ー
ド
を
ポ
ス
ト
に
投

か
ん
。
続
い
て
子
供
た
ち
の
「
あ

わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
 

ス
」
の
歌
声
に
合
わ
せ
て
サ
ン
タ

が
登
場
。
サ
ン
タ
か
ら
手
渡
し
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
大
喜
び

し
て
い
ま
し
た
。
 
 

さ
い
生
産
額
倍
増
推
進
大
会
に
於

い
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
 

こ
れ
は
、
現
在
三
十
二
戸
の
構

成
農
家
が
農
業
協
同
組
合
の
指
導

の
も
と
に
生
産
者
が
組
織
的
に
ト

マ
ト
生
産
‘
出
荷
を
計
画
的
に
行

い
、
販
売
及
び
面
積
拡
大
を
図

り
、
優
良
生
産
組
織
で
あ
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

其
田
さ
ん
は
 「県
に
認
め
ら
れ

大
変
う
れ
し

い
。
こ
れ
か
ら
は

も
っ
と
面
積
、
販
売
量
を
増
や
し

て
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま

す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

重
洲
北
ロ

の
噴
水
広
場
で
東
京

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
 

は
っ
び
 

法
被
姿
の
団
員
は
、
道
往
く

人
々
に
北
斗
り
ん
ご
、
金
木
町
の

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
郷

土
芸
能
《
さ
な
ぶ
り
荒
馬
踊
り
》
 

を
披
露
し
ま
し
た
。
P
R
用
に
用

意
し
た
五
百
個
の
り
ん
ご
も
開
始

わ
ず
か
十
五
分
で
品
切
れ
と
な
る

好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
会
場
に
は
、
ふ
る
さ
と

か
な
ぎ
会
の
方
や
出
稼
ぎ
中
の
方

が
応
援
に
駆
け
付
け
る
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
 



お
ら
ほ
の
仲
間
っ
こ
 

ー
扇
謡
 

「扇
謡
会
」
 
（
講
師」

 

成
田
亀
逸
）
は
、
昭
和
五

十
年
に
手
踊
り
愛
好
者
達

十
二
人
が
集
ま
り
結
成
し

ま
し
た
。
 

現
在
の
会
員
は
、
男
三

人
、
女
十
八
人
合
計
二
十

一
人
。
中
に
は
手
踊
り
を

た
し
な
む
会
員
も
お
り
大

変
心
強
い
か
ぎ
り
で
す
。
 

そ
し
て
、
毎
週
水
曜
日

の
午
後
七
時
か
ら
練
習
時

間
と
な
り
、
集
会
場
を
借

り
、
黙
々
と
練
習
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。
 

コ
扇
謡
会
」
の
手
踊
り
は
、
大

会
や
選
手
権
等
に
出
場
し
て
は
お

り
ま
せ
ん
が
、
あ
し
の
園
や
、
静

和
園
へ
の
訪
間
や
桜
ま
つ
り
へ
の

出
演
と
積
極
的
に
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
 

活
動
の
中
で
一
番
大
き
い
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
平
成
三
年
か
ら
始
め

ら
れ
た
「
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
」
を
招
待
す
る
「
民
謡
、
手
踊

り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」
も
四

回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
 

た
。
 

出
演
者
は
、
 
「奴
踊
り
」
 
や
 

「
よ
さ
れ
節
」
 
「
じ
ょん
か
ら

節
」
の
手
踊
り
や
唄
等
全
三
十
四

種
目
を
披
露
。
今
年
も
五
所
川
原

市
の
滝
栄
会
の
協
力
を
い
た
だ
き

盛
大
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
 

初
心
者
の
方
大
歓
迎
で
す
。
一

緒
に
手
踊
り
を
踊
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
 連

絡
 
成
田
亀
逸
 

電
話
 

（
五
三
）三
八
八
〇
 

今年の民謡・手踊りチャリテイーショーも大盛況 

!
 

心 
ム 

あ
な
た
の
善
意
 

あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
 

（
敬
称
略
）
 

▼
其
田
肱
瑞
 
（
若
松
町
）
 

車
椅
子
 
五
台
 

金
木
病
院
へ
「
病
院
内
の
備
品

充
実
に
役
立
て
て
下
さ
い
。
」
と

寄
付
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
 

趣
旨
に
沿
う
よ
う
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

▼
金
木
商
工
会
青
年
部
 

一
四
、
五
七
五
円

桜
ま
つ
り
駐
車
場
内
で
拾
得
。
 

警
察
に
届
け
た
が
持
ち
主
現
れ
ず
。
 ▼

五
所
川
原
ヤ
ク
ル
ト
親
交
会
 

一
三
、
〇
O
〇
円
 

▼
扇
謡
会
 

八
三
、
〇
〇
八
円
 

（
民謡
・
手
踊
り
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
 

シ
ョ
ー
で
の
収
益
金
。
）
 

以
上
の
方
々
が
金
木
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
「社
会
福
祉
の
た
め

に
」
と寄
付
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
 

趣
旨
に
沿
う
よ
う
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

伝 言 板 
〇届けました 

11月21日金木町役場1階血圧測定機付近で現
金の落し物がありました。心当たりの方は、金

木警察署落し物係りまで。 

〇係から 
このコーナーを利用したい方は役場企画室まで。 

、！

・
ゃ
 

★ご結婚をご予定されている方は、お気軽に金木
町中央公民館にご相談下さい。 （丑53-358 1) 

かなぎ公民館 
ブライダル情報 

この度めでたく 「かなぎ公民館ブライダル」 
（企画・進行＝事務局「金木町中央公民館」）に
よりカップルとなられた若いお二人をご紹介いた
します。 

HAPPy Wedding 
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今回はお正月に合

わせてボリューム満

点、色とりどりの 

「おせち料理」で

す。年の初めからの 
、 

大サジ5 
大サジ5 
大サジ 5 
大サジ 5 
少々 

作り方 

①大根、人参ともに 5- 6センチのせ

ん切りにし、塩をふりかけしんなり

するまでよくもみ、水がでたら洗っ

て水気を切り調味料をかける。 

②鍋に少量の水を入れ、沸騰したら貝

柱を入れて表面が白くなる程度で取 

一 	り出し手でほぐし、①とあえる。 

●紅鮭とやりいかのマリネ

材料（10人分） 

紅鮭 	 半身 

やりいか幽 	10-12はい 

たまねぎ（中） 	 5-6個 

ピーマン 	 6- 8個 

レモン 	 2---3個 

三田「サラダ油 	2カップ 

味I 酢 	 1カップ 
1I L塩・こしょう 	少々 
作り方 

①紅鮭は薄く、やりいかはさっとゆで

食べ易いようにそぎ切りしておく。 

②たまねぎは皮をむき、ピーマンは種

をとった後、レモンもすべて薄く輪

切りにしておく。 

③調味料の味を整え（ユ厄）をまぜる。 

●べつ甲寄せ 

材料（10人分） 

尾

g
個
 

1
7
05
 

大
人

貝
 
調
味
 

砂

酢
だ

み

根
参
柱
一
 

汁
ん
 

糖
 
し

り
 

料 み 
ー塩 

寒天 

だし汁 

ゆ
 

ん

、っ
 

hノ
 
よ
 

酒

み
し

塩
 

rー
 

調
味
料
 

卵
 

‘…III liii 広報かなぎ ⑧ 

健康作り、皆さんも “ 	
A
、 

一 どうぞお試し下さ 食生活改善推進員の 
い一 	 毛内 レ ツさん い0 

●貝柱入り紅白なます

材料（10人分） 

料
 

1本 

2と％カップ 

大サジ1 
小サジ1 
大サジ3 

しょうが 	 少々 

作り方 

①寒天をちぎってよく洗い、水に入れ

てよくもどす。ふきんで包み堅くし

ぼり、細かくほぐしておく。 

②鍋に入れてだしを加えて、中火で煮

溶かし別鍋にこし、中火で一煮立ち

させたら調味料を加える。 

③とき卵を箸に伝わせて細かく手早く

回し入れる。卵の色が変わって軽く

火がとおったら、水でぬらした流し

箱に一気に流し込みしょうが汁をふ

り冷やす。 

●合い鴨の和風口ースト 

材料（10人分） 

合い鴨 	 3枚 

溶きがらし 	少々 

ーだし汁 	 2カど 

調 酒 	 ％カ七 

味 しょうゆ 	％カと

素斗 みりん 

一塩 	 小サジ％ 

作り方 

①合い鴨の赤い身の周りの油と皮の部

分を取り除き、皮めをフオークでよ

くつついて火の通りをよくしておく。 

②フライパンをよく熱して並べ中火で

ゆっくり焼く。脂がでて皮めがきつ

ね色になったら返して、約1分焼い

て取り出し、たっぷりの熱湯を回し

かけ脂ぬきをする。 

③鍋に調味料を入れ、鴨を加え煮立つ

まで強火、途中浮いてくるアクをて

いねいに取り除き煮立ったら弱火に

し、約7分煮る。 

※鴨と煮汁を別々に分け冷まし、冷め

たら汁を注ぎ冷蔵庫で冷やす。 

●ェビ・力ニの押しずし 

材料（10人分） 
エビ 	 20匹 

カニ（足） 	 20本 

キュウリ 	 2本 

合せ酢 

酢 	 大サジ4 
砂糖 	 大サジ4 

作り方 

①米は炊く1時間以上前にといでざる

に上げておく。昆布は分量の水にて） 

けて2時問程おき、水だしを作る。 

②鍋に米、昆布を取り除いた水だしで

普通に炊く。 

③ご飯が炊き上がったら蒸らして飯台

にあけ、熱いうちに合せ酢を混ぜて

すし飯をつくり冷ます。 

④ェビ・カニの身を取り出し、塩・砂

糖・酢・だし汁で味を整える。 

⑤すし飯と具（エビ・カニ・きゆうり） 

を型で抜く。 

⑥この他に、二色おはぎ、エビのすま

し汁、甘酒もそえてどうぞ。 

々
個
々

少

2
少
 

3枚 

少々 
2カップ

％カップ

％カップ弱 

大サジ1 

汁
 

暗
し
 

酢
砂
だ

塩
 

訂
剰
机

米
水
肺
 

20匹 

20本 

2本 

大サジ3 
大サジ3 
大サジ2 
小サジ％ 

3カップ 

3カップ 

1枚 



つがる弁 

ズ 
このクイズは若い人の知らない、聞いたことの無い津

軽弁を楽しく、再発見してもらおうと問題にしたもので

す。 

Q. 「たおるしみでじよつきらどなってら」 「こった

に、しばげでらもの」を標準語に直して下さい。 

正解者の中から抽選で 3 名様に素敵な記念品を差し上

げます。どんどん応募して下さい。 

応募方法 

ハガキに住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記入の 

うえ 

①クイズの．の与月号のよかった記事③つまらなかった 

記事 ④ご意見に’感想を記入のうえ 

rFO371O2 

金木町大字金木字朝日山323 

金木町役場企画室 

までご応募下さい。 

応募の締切は1月 5日当日消印有効。当選者の発表は 

1月号に掲載します。 

11月号の答 「昔は、ジャリ道だったけど、今は舗装さ 

れた道路になり歩きやすく良くなった。」 

当選者は次の 3名です。 

嘉 瀬 	津 田 奈央子 さん 

喜良市 	大 橋 和 子 さん 

五所川原市 対 馬 大 陸 さん 

たくさんのご応募、貴重なご意見有難うございます。 

今回当選しなかった方もこれにめげずどしどしご応募く

ださい。 

さ
》
ぐ
 

ん
ん
 

(
 

冬
は
呼
吸
器
感
染
症
に
羅
患
し

や
す
い
季
節
で
す
。
癌
や
脳
心
臓

血
管
障
害
の
次
に
死
亡
順
位
が
高

く
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
羅
患
数

が
増
え
て
い
る
肺
炎
に
つ
い
て
、
 

そ
の
発
症
す
る
背
景
、
症
状
、
診

断
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
ま
す
。
 

肺
炎
は
肺
実
質
に
ビ
ー
ル
ス
や

細
菌
、
カ
ビ
な
ど
の
病
原
微
生
物

が
浸
入
増
殖
し
、
肺
に
炎
症
が
起

こ
る
病
気
で
す
。
気
道
や
全
身
の

感
染
防
御
力
が
障
害
さ
れ
た
り
、
 

病
原
微
生
物
の
増
殖
カ
ゃ
毒
性
が

強
い
と
発
症
し
ま
す
。
多
く
は
気

道
へ
の
寒
冷
刺
激
や
湿
度
の
低
下

が
気
道
の
感
染
抵
抗
力
を
弱
め
、
 

微
生
物
が
活
動
し
や
す
い
環
境
と

な
り
発
症
し
ま
す
。
ま
た
精
神
的

身
体
的
ス
ト
レ
ス
が
過
剰
に
加
わ

り
、
体
の
抵
抗
力
が
落
ち
発
症
す

る
時
も
あ
り
ま
す
。
飲
酒
家
や
重

喫
煙
者
で
は
感
冒
に
椎
患
す
る
回
 
 

で
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

肺
炎
の
主
な
症
状
は
数
日
間
も

発
熱
が
続
い
た
り
、
色
の
付
い
た

疾
を
伴
う
咳
が
多
く
な
り
、
肋
膜

炎
を
併
発
す
る
時
は
胸
痛
を
訴
え

る
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
老
人
性

肺
炎
で
前
述
の
呼
吸
器
症
状
が
顕

著
で
な
く
、
単
に
微
熱
と
か
、
呼

吸
数
が
多
く
活
気
が
な
い
な
ど
の

訴
え
で
受
診
す
る
例
を
経
験
し
ま

す
。
こ
の
た
め
、
か
な
り
重
症
化

し
て
か
ら
発
見
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
、
注
意
が
必
要
で
し
ょ
う
。
 

肺
炎
の
診
断
は
胸
部
写
真
や
胸
 
 部

c
T検
査
を
行
い
、
病
巣
の
部

位
や
拡
が
り
か
ら
重
症
度
の
判
断

を
し
ま
す
。
ま
た
略
疾
検
査
や
血

液
検
査
で

原
因
を

明
ら
か

に
で

き
、
こ
の
原
因
微
生
物
に
感
受
性

の
あ
る
薬
剤
で
治
療
し
ま
す
。
 

肺
炎
は
速
や
か
に
適
切
な
治
療

を
行
な
え
ば
、
多
く
は
大
事
に
到

ら
ず
に
治
癒
す
る
疾
患
で
す
。
し

か
し
、
放
置
し
た
り
発
見
が
遅
れ

る
と
容
易
に
重
症
化
す
る
の
で
、
 

熱
や
呼
吸
器
症
状
が
と
れ
な
い
場

合
に
は
、

一
度
診
察
を
受
け
ら
れ

た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

⑨ 広報かなぎ IIIuIuiit.‘・ 

数
が
多
く
、
症
状
が
長
び
き
時
に

肺
炎
ま
で
進
み
ま
す
。
肺
気
腫
や

慢
性
気
管
支
炎
を
も
つ
重
喫
煙
者

は
、
慢
性
的
に
気
道
が
荒
れ
て
い

る
た
め
に
肺
炎
に
な
り
や
す
い
で
 

す
。
時
に
は
肺
癌
に
合
併
す
る
肺

炎
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
 

肺
炎
で
受
診
す
る
患
者
さ
ん
に
は
 

ま
れ
 

癌
や
慢
性
肺
疾
患
、
稀
に
は
体
の

感
染
抵
抗
力
を
冒
す
病
気
が
潜
ん
 



戸
籍
の

窓
 

十
一
月
届
出
分
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
秘軒
雄
静秘
”
 

（馳
熟
鷲
菱
＼"
 

松
橋
 
一
夫
（
勝
治
）
車
 
力

白
川
 
妙
子
（
孝
雄
）
川
 
倉

徳
田
 
高
男
（
冨
民
衛
）
金
 
木

花
田
 
伸
江

（
次郎
）
車
 
力
 

、
」
爵
 
純
也
（
久
雄
）
川
 
倉

ノ
龍
野
 
恵
（
か

つ
子
）
鯵ケ
沢
 

、
大
湯
 
正
一
 
（茂
）
五
所
川
原
市

／
小
川
久
美
子
（
俊
彦
）
喜
良
市
 

（
松
田
 
敏
裕

（
隆）
 
喜
良
市
 

お

く
や
み
 

須
藤
 
光
雄

（6
0才
）
 

今
 

正
衛
（
5
7才
）
 

秋
元
東
五
郎
（
8
2才
）
 

津
島
 
修
治

（5
8才
）
 

田
中
 
シ
マ

（7
6才
）
 

大
橋
 
サ
キ
（
8
1才
）
 
喜
良
市
 

~ー、、 ノ~ー、・、 
ノ
黒
川
留
美
子
（
重
春
）
 

、
中
山
 
秀
之
（
昭
義
）
 

／
角
田
 
里
美
（
満
晴
）
 

、
道
下
 
英
世

（
清
一）
 

ノ
高
橋
 
砂
織

（昇
）
 
金八金小中

木戸木泊里 

蒔金蒔金金

田木 田 木木 

'1111111 広報かなぎ ⑩ 

1
4
”
】」
“
 こ

の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
口
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

	

11月末現在 	前年同月比 

男 a023人 △ 56人

女 a660人 △ 53人

計 12,683人 △ 109人 

	

世帯数 3,875 	△ 	2 
(（
麟
一
 

藤
藩
藁
藤
藩
薄
離
」
藩
一
 

瓢
（
麟
 

「麟
一
 

欝
議
 

ー
訂
正
と
お

詫
び
 

広
報
か

な
ぎ
十
一
月
号
七

ペ
ー
ジ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
 

①
優
勝

長
尾
衣
純

（
金
木）
 

⑧
優
勝

長
尾
衣
純

（
金
木
南
）
 

横りレ ー
H

『
、
 

n a
 

奉
 
紀
 

健
康
で
優
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
 

（
母
 葛
西
都
志
子
よ
り
）
 

元
気
で
思
い
や
り
のあ
る
子
に
な
って
 

（
母
 前
田
雪
子
よ
り
）
 

は じ め ま し て 

優
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
 

（
母
 田
中
友
子
よ
り
）
 

健
康
で
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
 

（
母
 福
長
理
加
よ
り
）
 

健
康
で
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
 

（母
 
黒
滝
信
子
よ
り
）
 

健
康
で
優
し
い
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
 

（
母
 
逢
坂厚
子
よ
り
）
 

H
 

パ
パ
念
願
の
女
の
子
い
つ
も
笑
顔
を
忘
 

れ
ず
に
優
し
く
素
直
に
育
っ
て
ち
ょ
う
 

だ
い
ね
 
（母
 
木
村
美
由
紀
よ
り
）
 

健
康
に
育
っ
て
ほ
し
い
 

（母
 
阿
部
ひ
と
み
よ
り
）
 

I

I

ー

ー
 

明
朗
で
優
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
 

（
母
 泉
谷
富
士
枝
よ
り
）
 

佳か 

え
 
リ
 

叡

利
 


